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　 令和７年度が始まり、早いもので４か月が経ちました。本校
は、前期・後期の二学期制ですので、前期の前半を終えたこと
になります。４月に二校が統合してスタートしましたが、子ど
もたちはすぐに打ち解け合い、学校生活を送っております。ま
た、学校では学区が広がったことを好機と捉え、例えば、船越
地域の統人行事と払戸地域の渡部斧松翁に関することの両方を
総合的な学習の時間の内容に加えて計画するなど、教育活動に
積極的に取り入れることとして取り組んでおります。  

　統合後、初めての夏休みを迎えております。安全に過ごすこ
とができるよう、きまりについて事前に指導をしておりますが、
自転車の利用など、実際の場面で心配なこともあります。地域
の皆様にも見守っていただき、お気付きのことについてはお声
がけいただきますと、大変有り難いことです。  

　夏休み明けの登校は、８月２５日（月）からです。もうしば
らく続くお休みの間、子どもたちは地域の方と関わる機会があ
ることと思います。引き続き、応援してくださいますよう、よ
ろしくお願いいたします。  

　  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～船越小コミュニティー・スクール（CS）　 地域と共に～　 　 　

今回も、学校だけでは知識や技術等が十分ではなく、取
組が難しいことについて、コミュニティ・スクール推進委
員会の活動の一環として、地域や保護者の方が得意として
いる分野でお力を借りることができました。大変助かって
おります。ありがとうございました。 

 
◆　７月８日（火）に、コミュニティ・スクール学校教育

部の活動として、読み聞かせを行っていただきました。
今回の対象は、２年生の子どもたち。今後は、各学年ご
とに、定期的に実施する計画です。読み聞かせによって
子どもたちは物語の世界に引き込まれ、読み聞かせの先
生とのやりとりを通して、笑い声が響く場面あり、声を
出さずひたっている場面ありと、短い時間ながら、心に
栄養がいきわたるようなひとときを過ごすことができま
した。 

 
◆　７月13日（日）に、コミュニティ・スクール教育環境

部の活動として、校地内にある樹木の剪定を行っていた
だきました。当日は、朝からとても暑い日でしたが、手
際よく作業が進められ、当初計画していた箇所に加え、
それ以外の樹木にも範囲を広げて取り組んでくださいま
した。おかげで、枝葉を自由奔放に伸ばしていた樹木は
すっきりとした形状になり、前庭全体がすがすがしい印
象に生まれ変わりました。 

季節を感じる七夕かざり

大きく育て　 人権の花
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 暑さにも負けず、日頃から体と心を鍛えている成果が表れています。 

 
 
　　　 第１３回東北少年少女空手道選手権大会（６月21日）  

　　　   男子個人形２年の部 　優秀選手賞　○○○○ さん  

 
　　　 春季北部杯全県少年柔道大会（６月2２日）  

　　　　　３年生の部  優 勝  ○○○○ さん  

　　　　　３年生の部 第３位 ○○○○ さん 
 
　　　 第２０回大仙市長旗争奪サッカースポーツ少年団大会（７月６日）  

　　　　 フレンドリートーナメント　 １位　男鹿ユナイテッド  

 
　　　 第10回男鹿市潟上市南秋田郡小学生バレーボール交流大会（７月1２日）  

　　　　  優勝　男鹿杉っ子                     
※学校にお知らせいただいたものを掲載しています。

 

◆一日のスタートは、明るいあいさつから◆ 
　７月２日に、船越コミセン職員の方や地域の方々によ
るあいさつ運動を行っていただきました。学校では、明
るくあいさつできる子どもを目指し、年間を通じて取組
を進めている最中です。あいさつは「心のキャッチボー
ル」「良好な関係づくりの第一歩」「社会人の基本」など
と言われます。普段から顔を合わせている教職員以外の
方とあいさつを交わせる意図的な機会は、子どもの将来
を見据えても大切であると感じます。 
 ◆「平和」について考える◆ 
　７月１８日に、社会科で歴史や公民を学習している
６年生が、平和について考える学習を行いました。講
師は市内在住の渡部○○さんと菅原○○さんです。中
学１年生の「しずちゃん」を主人公とする土崎空襲に
ついての紙芝居を見た後、「平和だと思うのはどんな
ときか」について意見交換をしました。平和だから毎
日いつもどおりに過ごせているということに気付き、
改めて平和の尊さをかみしめているようでした。 

　 前期前半を締めくくる７月も、５年生の宿泊学習など、子どもたちは校内外
で様々な経験をすることができました。７月の出来事から、２つ紹介します。

 

 　

　子どもたちが学校で最も多くの時間を過ごすのは、各教科等の授業です。ですから、その授業が
子どもにとってよりよいものになることを目指し、教員は研修と実践を積み重ねています。そこで、
学校では、教員が指導の意図を明確にした授業を計画・実践し、その授業を互いに見合って振り返
る、授業研究会を計画的に行っています。今月は、今年度の第１回目となる授業研究会を６年部が
担当し、土田教諭が算数の授業を提示しました。取り上げた学習は、「データの活用」という内容
です。集められたデータについて、どのような視点で分析するかは、今の時代を生きる子どもたち
にとって身に付けておくべき、重要な内容の一つです。土田教諭のきめ細かな手立てのもと、子ど
もたちは自分の考えを友達のものと比べながら深めようとする姿が見られました。教員の本務であ
る授業づくりについて、これからも全職員で研修を充実させていきたいと考えます。 

子ども主体の授業づくりのために ～６年生で研究授業を行いました～


